













（ 続紙 １ ）                             





































































（続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 
 
 本論文の目的は、成人夜間識字教室の学習者である農村の女性たちにとって、リテラ
シーの実践とはどのような意義を持っているのかを、民族誌的な調査を通して探求する
ことである。本論文は、ネパールのカトマンドゥ近郊のタマンの人々の住む農村及びカ
トマンドゥにおける2010年12月から2016年3月にかけての計22か月間のフィールドワー
クと文献調査にもとづく。この間、申請者は、農村の調査対象者の家に長期間住み込
み、家事、農作業、野菜の出荷販売を含む日常的な活動のほぼすべてに参与し、調査対
象者と強い信頼関係を築いた。本論文は、申請者のこのような経験と観察にもとづく、
農村のタマン女性の生活世界についての親密で深い理解に支えられている。 
 本論文の学術的な意義として、以下の3点が挙げられる。 
 第一はリテラシー研究への貢献である。リテラシー研究において、個人の生活の向上
を可能にするような読み書き能力、すなわち「機能的リテラシー」を重視する立場と、
そのような見方は読み書きを中立的な技術としてとらえているとして、リテラシーの権
力性に注目する「批判的リテラシー」の立場の間で多くの議論がなされてきた。これら
の議論をふまえて、近年では、リテラシーを、一枚岩的なものでも、単なる個人の能力
でもなく、社会的・文化的な状況のなかに埋め込まれた実践と捉えようという研究の潮
流が強まった。リテラシーの多義性、多様性を示そうとするこれらの研究には、しか
し、読み書きが行われる文脈をひたすら緻密に細分化していって、大きな状況が等閑視
されてしまうという傾向もあった。本論文はこれらの先行研究を十分ふまえつつ、学習
者である女性たちの行為主体性に着目する。女性たちのライフヒストリーを丹念に追い
ながら、しばしば「教育のない者」として蔑まれながら、自分の名前を書いてみること
や、教科書の物語を読み、また日記をつけることを通して、これらの女性たちにとっ
て、リテラシーが「機能」だけでも、「差別」の経験だけでもない、新たな自己認識や
自他関係の認識の構築に関わっている様を見事に描き出すことに成功している。 
 第二は急速に変化する現代ネパール農村の日常世界を描いた、優れた民族誌であると
いう点である。本論文は読み書きの実践だけではなく、トウモロコシやトマトの栽培、
酒の醸造、子供の教育方針をめぐる家庭内の対立や、暴力的な揉め事なども含む生活世
界を丹念にまた生き生きと描いている。2010年代のカトマンドゥ近郊の農村生活を描い
た第一級の民族誌であるといえる。 
 第三はタマン研究と民族運動研究への貢献である。1990年の民主化以降、ネパールで
は数多くの民族による文化復興運動や権利要求運動が興隆した。ネパール内外のタマン
研究者たちもこの事象に注目し、タマン民族団体の活動と、よりグローバルな権利運動
の関係の分析や、ネパール国家によるタマン民族に対する差別と抑圧の歴史の再構築な
ど、様々な研究がなされてきた。本論文では、タマン語の正書法の制定過程について詳
  
細な記述と分析が行われている。タマン文字として、国語であるネパール語に用いられ
るデーヴァナーガリー文字ではなく、チベット文字を基礎とした「タムイック」が選択
される。それは、ヒンドゥーがマジョリティーであるネパールでの、タマンによる仏教
徒としての自己表象であると同時に、日常生活ではほとんど役に立たない文字がタマン
文字として制定されたということでもある。本論文は、この過程を詳細に描くことに
よってタマン民族運動の一側面を明晰に記述するとともに、民族運動をリードするタマ
ンたちと、村で識字教室に通うタマン女性たちの間にある、関係性と距離を描きだすこ
とにも成功している。 
 以上のように本論文は、識字教室に通う女性たちの生活世界についてのきわめて厚い
民族誌的記述を通じて、現代ネパールにおける社会変化の諸相について深い理解を提示
する極めて優れた研究である。それは南アジア地域研究および文化人類学と教育社会に
寄与するところが大きい。 
 よって、本論文は博士（地域研究）の学位論文として価値あるものと認める。また、
平成29年2月1日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合格と認
めた。 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第14条第2項に該当するものと判断し、公表に際
しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
 
